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2012年9月、大手文具メーカーから「就活ボールペン」が発売
された。東京都市大学知識工学部経営システム工学科の授業
「製品企画」で学生が発案したものである。学生のニーズの丁
寧な分析から生まれたこのペンは、就職活動のさまざまな場面
に応じて、インクの色とペン先の太さが替えられる。
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　「製品企画」の授業は、ニーズの発
掘から具体的な製品の立案まで、企業
が実際に行うのと同様のプロセスに
沿って構成されている。毎回、授業の
前半は各プロセスで必要な手法（アイ
デア創出法・データ分析法）を講義形
式で学ぶ。後半はそれらの手法を使っ
た演習を行い、チームごとに製品案を
練り上げる。
　最終の授業では、元企業経営者や経
営コンサルタントが外部審査員として
参加する新製品コンペが行われ、各
チームが企画をプレゼンテーションす
る。担当の兼子毅講師は、「企画のプ
ロセスを含めて発表することによっ
て、各手法の意味や位置付けを再認識
させる」と話す。企業への持ち込みが
前提ではなかったが、外部審査員に
「おもしろいと感じた企画があれば、
それを実現できる企業を紹介してほし
い」と伝えていたという。

　学生はチームごとにテーマを設定
し、「普段、不便さや不満を感じてい
る点」を出し合い、それを改良するア
イデアを考えていく。町田佳祐さん
（当時 3年生）のチームは「大学生が
必要としているボールペン」をテーマ

に設定した。どのボールペンも大きな
違いはないと感じるため価格で選びが
ちだが、学生のニーズを徹底的に分析
し差別化を図れば、価格以外で支持さ
れると考えたからだ。
　授業ではまず、学生のニーズを探る
ために、ボールペンについて重視する
点を10 人程度にヒアリングした。さ
らに、その結果が妥当か確認するため
100 人以上にアンケートを実施。その
結果、「ペン先の太さ」「書きやすさ」
「図書館など静かな場所でも使いやす
いこと」などの意見が多かった。
　次に、ボールペンに付加する新しい
アイデアを 100 個程度考えた。その
中から、アンケートでの意見と関連す
るものを絞り込み、具体的な製品コン
セプトを決める。町田さんのチームは
最終的に「ペン先の太さが替えられ
る」「握る部分の硬さが替えられる」
「ノック音が消せる」機能を加えた
ボールペンを企画した。
　コンペでは、消費者のニーズを丁寧
に分析して製品案に結びつけたことが
外部審査員から高く評価され、セー
ラー万年筆を紹介された。

　この企画は、セーラー万年筆からも
新鮮なアイデアと評価され、すぐに実
現に向けた検討が始まった。生産ライ
ンとの兼ね合いも考慮し、今回は「ペ
ン先の太さが替えられる」というアイ
デアのみが採用された。特に就職活動
で字幅の違うペンを使う機会が多いこ
とから、対象を就活生に絞り込んだ。
後日、できあがったサンプルを使って
就活生にアンケートを取り、結果を商
品に反映。宛名用や履歴書用など用途
に応じ太・細・極細 3種の太さと、
黒・赤2色の芯を内蔵した就職活動全
般に使えるボールペンが完成した。
　町田さんは言う。「講義を聴くだけ
でなく、常に演習をするので、それぞ
れの手法の意味を実感できる。企画
の必然性をわかりやすく伝えるため
のプレゼン資料づくりには苦労した
が、それが企業への提案で生かされた
と思う」。
　兼子講師は、個々の手法は独立した
ものではなく、一連のつながりの中で
効果を挙げるということを知ってほし
かったと語る。「授業で学ぶ内容を丁
寧に実践すれば、誰でも消費者に喜ば
れる新製品が企画できる。今回、商品
化に結びついたことによって、学生も
それを実感したのではないか」。
　就活ボールペンはさまざまなメディ
アに取り上げられ、注目を集めている。
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アンケートの分析を行う学生。

2012.12 - 2013.1月号


